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九
月
初
句
か
ら
約二
週
間、
ア
メ
p
ヵ、
カ
ナ

ダへ
出
阿波
し
た。
本
来の
目
的は
ワシ
ン
トン

の
大
西
洋
評
議
会
（叶
Z
〉
E
EnのO
En
と

と
の
アジ
ア
の
安
全
保
障に
か
ん
する
共
同
研

究プロ
ジェ
ク
ト
の
定
期
会
議へ
の
出
席で、

今
回は
私が
主
報
告
者に
なっ
て
八
0
年
代の

中国と
中ソ
関
係を
展
望
する
とい
うρ
1
ド

友
重
荷
を
背
負っ
てい
た。
だ
が
同
時に、
私

に
とっ
て
ア
メ
uy
カ
は二
年ぶ
り
だっ
た
の

で、
当
然、
最
近の
ア
メ
リ
カ
の
変
化
を
知
る

機
会に
も
なっ
た。

一
口
に
感
想をい
え
ば、
Pジ
ャパ
ン・
ア

ズ・
ナンバ
ー・
ワンH
をつ
くづ
く
実
感し

たζ
と
で
あ
る。
と
う
し
た
印
象
は、
ホ
テル

とい
い、
ニュ
ーヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
とい
い、

パ
ス、
タクシ
ー、
飛
行
機その
他
も
ろ
も
ろ

の
サ
ービ
ス
に
接
し
た
だ
けで、
ま
さ
に
実
感

と
し
て
そ
う
思
うの
だ
が、
乗
り
物、
食べ

物、
街頭の
光
最、
その
他、
東
京がい
か
に

行き
届い
た
都
会で
あ
る
か
が
歴
然と
する。

そ
れ
だ
けで
は
ない。
ニュ
ーヨ
ー
ク
に
滞在

し
てい
て
T
V
を
入
れ
る
と、
ニュ
ース
はロ

1
力ル
な
犯
罪の
報
道
ばか
り
なの
に、
日
本

で
は、
世
界の
すみ
ずみ
に
起と
る
国
際問
題

。

の

実

感

を
詳
細に
解
説
し
てい
る。
先
方の
大
学の
ま

人
た
ちに
聞い
て
み
る
と、
い
ま
や
日
本の
大

学
教授の
年収
は、
ア
メ
p
カ
の
そ
れ
を
は
る

か
に
しのい
でい
る。
ま
た、
い
つ
ものと
と

で
は
あ
る
が、
子
供
た
ちに
な
に
か
土
産を
買

お
うと
思っ
て
も、
すべ
て
が
日
本に
あ
り、

日
本の
品
物の
方が
は
る
か
に
よい
の
で
買
う

べ
き
土
産
物が
ない。
成
田
空
港か
らの
pム

ジ
ン・
パ
ス
は、
ア
メ
ny
カ
の
そ
れ
に
比べ
た

ら、
－な
ん
と
快
適で
安
全でス
ム
ー
ズ
で
親
切

なζ
と
か。
タク
シ
ー
に
乗
れ
ば、
き
れい
に

掃
除し
て
あ
る
事がス
ル
ス
ル
と
路上
を
走る

で
は
ない
か。
し
か
も
料
金は
すべ
て
メ
ー
タ

ー
で
き
ちん
と
し
てい
る。

私
自
身、
い
まか
ら
十
数年
前、
初め
て
ア

メ
リ
カへ
行っ
たと
きに
は、
ま
さに
ア
メ
リ

カ
の
すべ
て
が
別
世
界の
よ
うで
目
を
見張っ

た
もの
で
あっ
た。
と
の
十
数
年
間の
わが
国

の
成
功は、
と
う
して、
い
ま
や
歴
然と
し
て

い
る。中

国
研
究
者で
も
あ
るエ
ズ
ラ・
ヴォ
1
ゲ

ル
氏は、
私の
友人
で
も
あ
る
が、
氏の
抑制
忠が

依
然と
し
てベ
ス
トセ
ラー
で
あ
ると
と
は、

日
本
人と
し
て
や
は
り
う
れ
しい
と
と
で
あ

る。
ア
メ
リ
カ
で
も
何人か
の
ア
メ
リ
カ
の
知

人、
友人が
すで
に
読ん
でい
て、
さ
ま
ざ
ま
な

感
想を
聞
くと
と
が
で
きたが、
本容は、
た

ん
な
る
際
物で
は
決して
な
く、
氏の
永年の

日
本研
究の
誠
実な
努力に
甚打
ちさ
れ
た
も

の
で
あ
る
だ
けに、
ア
メ
ロカ
で
は
売れ
ない

だ
ろ
うと
の
大
方の
予
想と
は
逃っ
て、
アメ

p
カ
で
も
着
実に
読
者を
独
得する
だ
ろ
うと

私
は
思っ
てい
る。

た
だ
問
題段、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
多
く

が、
政
治
家か
ら
報
道人
そ
し
て
国
民一
般に

い
た
る
まで、
ヴォ
l
ゲル
氏に
指摘
さ
れ
る

まで
は
ρジ
ャパ
ン・
アズ・
ナンバ
ー・
ワ

yd
をみ
ずか
ら
積極的に
自
覚し
よ
うと
し

なかっ
た
小人
窓峨で
あ
り、
依
然と
して
半

信
半
疑で、
わが
国が
国
際社会に
たい
して

もっ
てい
る
賀任
分
担
を
十
分に
関脇せ
ず、

わが
国の
大
学や
業
界に
典
型
的に
見ら
れ
る

「
閉ざ
れ
た
社
会」
を一
向に
開と
うと
し
な

い
と
と
で
あ
る。
ナンバ
ー
ワン
の
実
感を
わ

れ
わ
れ
は、
もっ
と
切
実に
考えて
み
－な
け
れ

ば
な
ら
ない
と
思
う。

（中嶋繊維）
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確立されたわが
圏核燃料サイクル・：2

とれで原子力先進国の仲間入り

転機に立つ米労働界：：：：－ji－－：：9

危機が鍵自足した非同盟会機：・：：・：：ロ

カ
ス
ト
ロ
派
と
チ
ト
1
路
線
が
激
突

内な主
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